




もしも、を一緒に考える牧之原市「私の終活ノート」 

 

人生を振り返り、自分に関する身近なことや要望・希望を分かりやすくまとめて、し

っかりと残しておく事で、家族を助けるもの。それが、牧之原市「私の終活ノート」で

す。 

このノートは、もくじのテーマに沿って書きすすめるうちに、自分自身の思いを自然

と整理出来るようになっています。そして、これからの人生のあり方を考えるきっかけ

にもなると思います。 

自分の考えていることを、同居のご家族だけでなく、離れて暮らす子どもや親戚にも

しっかりと伝えましょう。 

 

牧之原市が行っているアンケートの中で、「あなた自身が将来、最期を迎える場とし

て、どこを希望しますか。」という質問で、自宅を希望する人の割合は 52.8％でした。 

市では、｢市民が住み慣れた家で、自分らしく最期まで穏やかに過ごすことができる

地域をつくる｣ため、牧之原市「私の終活ノート」の普及啓発を含めた、医療と介護の

関係者が連携する様々な取り組みを行っていきます。 
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最期を迎える場としてどこを希望しますか
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